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會

　

報

第

一
四

一
琥

日
本
山
岳
會

第

一
０
麟
同
小
集
密

二
月
六
日
午
後
中
央
氣
象
台
に
於
て
。

気
象
に
開
す
る
講
演
及
見
學
、
講
師
理

學
博
士
荒
川
秀
俊
氏
及
出
席
會
員
五
十

一
名
。

久
し
振
り
の
小
集
會
で
あ
っ
た
が
、

新
薔
含
員
共
々
熱
心
に
見
學
し
た
。
講

演
の
後
質
問
に
入
つ
た
が
、
各
期
間
岳

地
帯
の
気
象
に
つ
い
て
稚
々
有
爺
な
話

が
あ
つ
た
。
（
世
話
人
、
林
和
夫
）

會

員

総

會

四
月
十
四
日
午
後
交
通
津
物
館
で
通
常

穂
會
を
開
い
た
。
次
第
左
の
瓶
り
。

一
、
開
會
の
辞
（
堀
ｌｌｉ
理
事
）

一
、
十
二
年
度
事
業
報
告
及
故
黒
田
ｏ

厳
本
雨
氏
の
追
悼
（松
方
理
事
）

一
ゝ
十
二
年
度
決
算
報
告
（
藤
島
理
事
）

一
、
十
三
年
度
事
業
計
書
（
谷
日
理
事
）

一
、
十
三
年
度
預
算
案
（
漬
野
理
事
）

一
、
定
款
の
憂
更
（
濱
野
理
事
）

国
捜
會
員
取
扱
の
件

理
事
崎
員
の
件

一　
東
京
支
部
報
告
（村
井
理
事
）

一
、
閣
倉
の
麟
（
堀
田
理
事
）

右
各
事
項
異
議
な
く
承
認
可
決
せ
ら
れ

議
事
を
経
つ
て
か
ら
、
最
近
ス
ヰ
ス
か

ら
師
朝
し
た
高
木
正
孝
氏
の
過
去
十
年

に
於
る
欧
洲
登
山
界
の
管
見
談
が
あ
り

次

い
で
田
口
二
郎
氏
の
製
作
に
係
ろ
ス

キ
ー
映
画
を
期
賞
し
て
會
を
了
つ
た
。

出
席
會
員

一
二
四
名
．
古
く
か
ら
の
會

員
の
顔
も
多
数
見
え
久
々
の
盛
會
で
あ

つ
た
。

昭
和
二
十
二
年
度

事
業
計
蓋

四
月
十
四
日
の
會
員
線
會
に
於
て
承
認

さ
れ
た
事
業
計
甍
は
左
の
通
り
で
あ
る

括
弧
内
は
主
任
措
常
理
事
。

１
出
版

・
山
岳
　
Ａ
５
版

一
二
八
頁
Ъ
年
二
回

登
行
。
（開
根
吉
郎
）

・
山
　
Ｂ
５
版
三
二
頁
、
現
在
額
り
と

し
月
刊
に
努
力
す
。
會
の
行
事
を
費

表
し
地
方
倉
員
に
も
便
な
ら
し
む
。

（
垣
内
政
彦
）

・
山
日
記
　
Ａ
６
版

一
八
八
頁
、
定
置

約
百
五
十
日
、
七
月
上
旬
碓
行
豫
定
。

（
紳
山
勉
）

・
含
報
　
従
来
の
形
式
に
て
年
二
回
位

麦
行
し
、
他
に
ハ
ガ
キ
に
て
含
員
の

連
絡
を
と
る
。
（
望
月
逹
夫
）

２
組
織

各
地
支
部
を
育
成
強
化
し
各
縣
縫
育

會
に
連
絡
あ
ら
し
め
る
又
各
山
岳
連

盟
を
山
岳
會
に
連
絡
せ
じ
め
る
パ
松

方
二
郎
）

３
国
民
盤
育
大
會

別
記
の
通
り
（
松
方
二
郎
）

４
學
生

各
地
學
ｔ
登
山
者
の
育
成
指
導
に
あ

た
る
。
（
谷
日
現
吉
）

５
研
究

韓
崩
の
研
究
調
査
及
登
山
用
具
の
研

究
（
今
村
正
三
）

６
資
材

用
具
の
研
究
及
登
山
用
資
材
の
獲
得

並
配
給
（
藤
井
運
平
）

７
膵
蒙
指
導

・
登
山
部
門

ａ
賞
践
登
山

（
リ
ー
ダ
ー
又
は
講
師

は
其
の
都
度
選
定
）

ウ
エ
ス
ト
ン
記
念
登
山

（
六
月
十

三
日
上
高
地
の
豫
定
）
、
夏
期
講

習
會
（
七
月
）
、
積
雲
期
登
出
の
初

歩
講
脅
含
（
十

一
月
）
、
ス
キ
ー
講

脅
會
（
十
二
月
）
、
日
本
山
岳
席
計

豊
に
よ
る
大
規
模
な
登
山

（
年

一

回
）

ｂ
海
外
遠
征
常
設
委
員
含
設
置

委
員
は
征
遠
登
由
に
開
心
又
は
経

験
を
も
つ
者
の
中
よ
り
選
び
常
設

的
な
會
と
し
な
る
べ
く
同
志
結
合

畿
と
す
。

（
以
上
堀
田
爾

一
）

・
講
暫
會

■
紺
を

一
般
登
山
者
の
指
導
に
を
き

特
に
正
し
い
技
術
の
指
導
に
努
む
。

夏
期
（
六
月
）
ｂ
冬
期
（
十

一
月
）
、

（
林
和
夫
）

・
展
覧
會

年

一
回
東
京
都
に
て
開
催
、
同
書
ゝ

登
山

一
般
を
も
合
め
た
啓
蒙
的
な
展

覧
會
（
七
月
、
九
善
會
場
の
豫
定
）

（
山
下

一
夫
）

・
講
演
會

年
四
回
位
、
映
画
等
を
併
せ
た
講
演

會
を
行
ふ
。
（
村
井
米
子
）

●
ハ
イ
キ
ン
グ

年
六
回
位
，
日
本
山
岳
會
選
定
の
コ

ー
ス
を
選
ぶ
こ
と
。
（
山
下

一
夫
）

８
四
小
合
及
山
案
内
人

山
小
合
愛
譲
運
動
、
通
正
宿
泊
料
及

案
内
人
組
合
の
適
正
賃
銀
を
定
め
る

案
内
人
の
養
職
訓
練
。
（
渡
邊
公
不
）

９
固
書

同
書
室
が
出
来
れ
ば
直
ち
に
領
家
、

黒
日
、
茨
木
氏
の
寄
購
聞
書
を
入
れ

岡
書
室
を
整
備
す
。
基
金

一
〇
萬
曰

の
豫
定
。
（
田
邊
主
計
）

１０
親
睦

小
集
會
（
年
間
同
）、
懇
談
會

（
年
二

回
）
の
復
活
。
（
蔭
島
敏
男
）

＝
ル
ー
ム
粂
岡
書
■
再
建
基
金
募
集

基
金
五
十
高
日
の
豫
定
に
て
募
集
。

（
別
項
記
事
参
照
の
こ
と
）
（
藤
島
敏

男
）

１２
曹
ル
ー
ム
建
設

闘
書
室
を
兼
ね
十
五
坪
っ
李
屋
中
二

階
．
宿
泊
設
備
を
設
く
。
豫
算
約
二

十
萬
園
。
（
小
原
勝
郎
）

１３
女
子
部

女
子
の
み
の
登
山
、
小
集
會
。
女
子

の
學
生
小
集
會
及
国
性
の
技
術
向
上

を
計
る
。
（
村
井
米
子
）

１４
封
祗
會
的
交
渉
（
松
方
二
郎
）

１５
遭
難
封
策

各
支
部
を
中
心
と
し
て
賞
施
パ
谷
口

現
吉
）

１６
常
務
理
事
會

毎
週
水
曜
日
午
後
円
時
よ
り
０

（
堀

田
、
谷
日
、
演
野
）

右
の
申
に
は
本
年
の
事
業
計
性
と
云
ふ

よ
り
も
本
年
を
以
て
開
始
し
、
相
営
長

年
月
を
要
す
る
も
の
も
含
ま
れ
て
あ
る

役
員
も
非
常
に
張
切
つ
て
ゐ
る
の
で
會

員
各
位
の
熱
意
あ
る
援
助
協
力
を
期
待

す
る
。

定
歓
の
整
更

本
會
定
款
の
一
部
を
左
の
通
り
贅
更
し

，た
。

第
二
章
　
會
　
員

第
七
條
　
本
會
は
油
常
會
員
、
圏
幾
會

員
、
経
身
含
員
及
び
名
誉
倉
員
を
も

つ
て
組
織
す
る
。

一
、
通
常
曾
員
は
本
會
の
趣
旨
に
替

成
し
本
含
の
定
め
た
通
常
含
費
を

納
め
る
も

の
と
す
る

一
ヽ

国
性
含
員
に
開
し
て
は
別
に
こ

れ
を
定
め
る

三
ゝ
維
身
會
員
は
一
競
に
準
じ
所
定

の
一
時
金
を
納
め
た
者
と
す
る

四
、
名
春
含
員
は
役
員
認
倉
が
推
薦

す
る

説
明

（
絡
身
含
員
の
制
度
は
残
置
し
て

を
く
が
、
現
状

・に
鑑
み
倉
費
は
な
る
べ

く
排
込
ん
で
戴
き
た
い
意
向
で
あ
つ
て

(1)

△
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
り
▽

於
上
高
地

こ

‐
　
十
二
日
夕
　
小
梨
干
に
於
て
小
講
演
含
及
座
談
會

メ

ロ
月　

・Ｔ
〓
一
日
　
記
念
式

六
月
十
日
よ
り
小
梨
年
に
日
本
山
岳
含
の
天
幕
を
張
り
Ｄ
九
日
か
ら
十

二
日
の
間
に
西
穂
高
Ｄ
明
神
岳
．
ジ
ヤ
ン
グ
ル
ム
及
コ
プ
尾
根
等
各
級

の
登
山
計
豊
も
豫
定
さ
れ
て
ゐ
ま
す
か
ら
．
含
員
諸
氏
の
御
参
加
を
切

に
希
望
致
し
ま
す
。

街
信
濃
支
部
に
於
て
も
こ
れ
と
相
前
後
し
て
催
七
豫
定
し
て
た
り
ま
す

希
望
者
は
六
月
五
日
迄
に
出
岳
台
内
一鵬
井
主
事
ま
で
御
通
知
下
さ
い
。
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終
身
含
員
各
位
の
意
志
に
よ
つ
て
決
め

る
。
新
し
い
静
身
會
員
の
申
込
み
は
常

分
う
け
な
い
。
又
国
襲
會
員
細
則
の
作

成
に
基
き
現
在
の
第
八
條
第
二
項
、
第

四
項
及
第
十
條
第
二
項
の
国
継
の
代
表

者
の
資
格
で
入
含
す
る
も
の
に
開
す
る

規
定
は
制
除
す
る
。）

第
二
章
　
役
　
員

第
十
二
條
　
本
會
に
左
の
役
員
を
置
く

一
、
倉
長
　
　
一
名

一
、
理
事
　
　
一二
十
名
以
内

一
、
評
議
員
　
若
干
名

一
、
監
事
　
　
二
名
以
内

説
明

（
縫
末
の
理
事
十
名
以
内
を
三
十

名
以
内
に
神
加
し
た
。
本
年
の
理
事
は

在
京
含
員
の
み
と
し
た
が
、
地
方
支
部

の
支
部
長
及
有
志
は
丼
末
評
議
員
に
推

薦
す
る
こ
と
ヽ
し
，
国
民
大
含
に
支
部

長
含
議
を
開
催
す
る
。
理
事
は
盤
育
含

に
直
結
し
た
含
の
運
誉
に
営
る
も
の
で

在
京
者
と
し
た
の
を
ｂ
諒
と
せ
ら
れ
た

い
。
）

園
鰹
書
員
細
則

第

一
條
　
国
艦
倉
員
は
十
名
以
上
の
含

員
を
有
す
る
国
般
た
し
て
本
含
の
趣

旨
に
賛
成
し
本
含
の
定
め
た
回
牲
含

費
を
納
め
る
も
の
と
す
る

第
二
條
　
国
般
含
員
の
入
含
に
は
含
員

二
名
の
紹
介
を
も
っ
て
代
表
者
の
氏

名
、
所
在
地
及
含
員
名
簿
を
添
え
て

人
會
を
申
込
み
理
事
↑
の
承
認
を
受

け

る

。

第
二
條
　
入
金
の
瓶
知
が
あ
つ
た
場
合

は
含
費
に
所
定
の
国
盤
入
含
金
を
添

え
て
排
込
む
。

第
四
條
　
本
合
に
入
含
せ
る
国
鎧
の
構

成
員
は
原
則
と
し
て
通
常
含
員
と
同

等
の
取
扱
ひ
を
う
け
る
。

但
し
役
員
に
避
撃
さ
れ
る
資
格
を
持

た
な
い
。
線
倉
に
於
け
る
議
決
縦
は

国
盤
の
代
表
者
の
み
こ
れ
を
行
使
す

る
こ
と
が
出
来
る
。

第
五
條
　
回
壁
含
員
の
構
成
員
で
本
含

々
員
の
年
度
含
員
證

（
メ
ン
バ
ー
●

カ
ー
ド
）
及
び
本
會
々
員
章

（
バ
ツ

デ
）
の
交
附
を
受
け
ん
と
す
る
場
合

は
、
そ
の
所
局
す
る
国
壼
を
通
じ
て

本
官
に
そ
の
旨
中
出
る
も
の
と
す
る

但
し
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
登
録
手
数

料
と
し
て
金
十
回
を
添
え
、
バ
ツ
ヂ

に
っ
い
て
は
貧
費
を
添
え
て
申
込
む

も
の
と
す
る
。

○
細
則
説
Ｊ

闘
螢
の
構
成
員
で
本
會
の
會
員
證
の
交

付
を
受
け
バ
ツ
ヂ
を
儡
用
し
た
い
と
希

望
す
る
場
合
に
は
會
員
名
簿
を
提
出
し

そ
れ
に

一
名

一
年
分
の
手
敷
料
と
し
て

十
日
を
添
え
て
中
込
む
。

會
主
催
の
講
習
倉
ゝ
講
演
會
．
或
は
山

小
屋
等
で
會
員
證
の
昇
示
を
要
す
る
場

合
が
あ
る
か
ら
カ
ー
ド
を
所
持
す
る
こ

と
は
便
利
な
の
で
あ
る
。
但
し
日
畿
含

員
の
構
成
員
は
選
撃
槽
、
被
選
撃
槽
を

も
た
な
い
。
議
決
穣
は
そ
の
倉
を
代
表

す
る
者
の
み
持
つ
て
ゐ
る
。
倉
自
盤
が

含
員
（
一
単
位
）
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

従
つ
て
構
成
員
が
全
部
直
接
つ
な
が
り

を
希
望
し
な
い
場
合
に
は
、
代
表
者
の

み
が
登
録
さ
れ
る
こ
と
も
起
り
得
る
。

會
の
構
成
員
で
直
接
つ
な
が
り
を
希
望

し
な
い
者
が
一
部
に
あ
る
と
ぎ
は
、
希

望
者
の
み
登
録
し
て
も
差
支
え
な
い
。

要
は
日
本
企
国
の
登
山
者
を

一
應
直
接

に
か
問
接
に
か
日
本
山
岳
含
に
結
び
つ

け
て
張
力
な
活
動
の
基
礎
を
つ
く
ら
う

と
い
ふ
晰
に
ね
ら
ひ
が
あ
る
辞
で
あ
る

構
成
員
に
は
含
報
は
総
ら
な
い
。
含
員

た
る
国
惜
宛
に
途
付
す
る
じ
色
々
な
通

知
等
も
国
学
冗
に
す
る
。
構
成
員
は
回

絆
を
通
し
て
日
本
山
岳
會
に
結
び
っ
く

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

従
来
の
定
款
に
よ
り
園
機
の
代
表
者

の
名
で
含
に
入
つ
て
ゐ
る
国
艦
は
、
反

封
の
意
思
表
示
の
な
い
限
り
自
動
的
に

新
ら
し
い
定
款
に
よ
る
国
盤
命
員
と
し

て
取
扱
う
。
従
つ
て
更
め
て
回
壼
入
倉

金
の
排
込
み
を
必
要
と
し
な
い
。

本
年
度
會
費

通
常
倉
員
　
三
十
園
（
一
名
年
額
）

田
盤
含
員
　
五
十
日
（
一
国
盤
年
額
）

入
曾
金
（
通
常
含
員
）
五
十
園
（
一
名
）

園
盤
入
含
金
　
百
園
（
一
国
盤
）

回
盤
命
員
登
録
手
数
料
十
園

（
年
額

一

名
に
付
）

此
の
外
に
支
部
の
あ
る
地
域
の
含
員
は

支
部
含
費
の
納
入
を
必
要
と
し
ま
す
。

右
は
含
員
線
會
に

。
於
て
蒲
場
異
議
な
く

可
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

含
の
事
業
達
成
の
馬
に
是
非
御
排
込
み

下
さ
る
や
う
御
願
ひ
致
し
ま
す
。
現
在

振
替
貯
金
は
日
時
を
要
し
ま
す
の
で
御

手
数
で
も
小
鶯
替
で
御
途
金
下
さ
い
。

筒
東
京
支
部
含
費
は
本
年
度
五
十
回
と

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
支
部
に
属
す

る
通
常
含
員
は
計
画
園
を
御
排
込
下
さ

第
二
同
國
民
撻
育
大
會

登
山
部
合
計
選
　
潤
岡
縣
山
岳
連
盟

一
、
代
表
者
含
議
っ
表
彰
式

１
趣
旨
　
表
彰
す
べ
き
登
山
記
録
の

審
議
並
に
表
彰
其
の
他

２
期
日
　
十
月
十
九
日
午
後

一
時

３
場
所
　
雨
岡
市
九
州
大
學
路
學
部

中
央
講
堂

一
、
講
演
含

１
越
ロロ
　

，有
名
山
岳
人
ｒ
講
演
と
共

に
特
に
表
彰
を
受
け
た
山
岳
人
の

講
演

２
期
目
　
十
月
十
九
日
午
後
二
時

‘３
場
所
　
九
大
臀
學
部
中
央
講
堂

一
、
映
篤
倉

１
趣
口日
　
古
共
的
．
文
化
的
、
藝
術

的
又
技
術
的
な
山
岳
映
画
の
上
映

２
期
目
　
大
含
期
間
中
二
日
間

３
場
所
　
未
定

（興
業
組
合
に
交
渉

中
、
二
三
映
画
館
よ
り
好
意
的
な

申
出
も
あ
り
）

一
、
展
覧
曾

１
趣
旨

（
イ
）
登
山
用
其
の
文
化
的
及
科
學
的

進
歩
を
示
す
。
用
其
に
依
り
登
山

技
術
資
達
史
に
主
力
を
注
ぐ
も
の

を

一
含
場
に
。

（
口
）
九
州
山
岳
に
開
す
る
も
の
を

一

含
場
に
。

２
期
日
　
大
含
期
間
中

３
場
所
　
藤
岡
市
玉
屋
デ
パ
ー
ト
ゝ

岩
田
屋
デ
パ
ー
ト
。

一
、
登
山
計
童

１
期
日
　
十
月
廿
日
―
十

一
月
二
日

２
場
所
　
久
住
山

３
人
員
　
約
五
〇
０
名

４

コ

ー

ス

Ａ
　
豊
後
引
治
瞬
―
地
蔵
原
―
筋
湯

（泊
）
―
久
住
山
―
法
華
院
（泊
）
―

大
船
山
―

ョ
シ
ブ
ー
十
三
曲
―
豊

後
中
村
騨

Ｂ
　
豊
後
中
村
繹
―
十
三
曲
―
星
生

温
泉
（泊
）
―
ス
ガ
モ
リ
越
―
久
住

山
―
筋
湯
（油
）
―
地
蔵
原
―
豊
後

引
治
騨

Ｃ
　
湯
李
瞬
―
千
町
無
田
―

ヨ
シ
ブ

ー
法
華
院
（油
）
―
久
性
山
―
長
湯

（泊
）
―
久
住
町
―
竹
田
騨

Ｄ
　
出
一後
竹
田
辟
―
長
湯
（泊
・）
―
大

船
山
―
法
華
院
（
泊
）
―
久
住
山
―

ま
か
と
越
―
瀬
の
本
―
黒
川
温
泉

（
泊
）―
内
牧
騨

備
考
　
都
合
に
よ
り
一臓
岡
縣
内
各
地

匡
に
於
て
地
区
的
登
山
を
行
ふ
豫
定

九
州
の
ＪＩＬ
元
一臓
岡
山
岳
連
盟
の
骨
折
に

よ
り
右
計
蓋
か
立
案
せ
ら
れ
、
山
岳
倉

は
こ
れ
を
仝
面
的
に
・支
持
し
確
定
案
と

し
て
採
用
し
た
。
山
岳
含
の
希
望
と
し

て
は
全
国
代
表
者
含
議
を
辮
来
は
各
支

部
長
含
議
に
も
つ
て
ゆ
き
た
い
。

役
　
員
　
會

▽

一
月
十
七
日
（
織
育
館
）

一
、
接
大
理
事
合
日　
理
事
全
員
他
九
名

本
年
度
の
方
針
に
つ
き
藤
島
理
事
よ
り

庶
務
責
任
理
事
を
設
け
る
案
提
議
。

一

般
・に
若
い
理
事
を
増
員
し
今
後
は
若
手

に
倉
の
運
誉
を
委
ね
る
こ
と
に
決
定

▽

一
几
十
二
日
（
騰
育
館
）

理
事
含

松
方
他
十
五
名

前
回
の
接
大
理
事
倉
の
主
旨
に
基
き
左

の
人
々
を
理
事
に
推
撃
し
左
の
事
我
を

決
議
す
。

一
、
堀
田
、
谷
日
、
演
野
を
常
務
理
事

一
、
松
方
を
理
事
長

一
、
理
事
二
十
猛
以
上
（
別
記
）

一
、
一藤
井
（
弾
育
貧
主
事
）
を
含
の
主
事

と
す

一
、
含
の
ル
ー
ム
建
設
に
努
力
す
。

一
、
山
目
記
残
刊
を
賞
現
化
す
。

▽

一
月
十

一
日
（
盤
育
舘
）

理
事
會

松
方
他
十
断
名

(■ )
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一
、
十
三
年
度
理
事
及
任
務
分
措
案
決

定
一
．
小
原
よ
リ
ル
ー
ム
建
設
の
説
明

▽
二
月
廿
二
日
　
松
方
邸
　
有
志
懇
談

含
（
松
方
．
掟
ｂ
三
田
．
藤
島
．
成
瀬
、

長
谷
川
体
、
中
村
清
「
島
田
、
入
澤
、

堀
田
、
小
原
．
谷
日
、
濱
野
、
開
根
，

林
、
今
村
、
耐
山
、
藤
井
、
垣
内
）

▽
二
月
十
八
日
（
織
育
館
）

理
事
會

一
、
各
分
指
々
任
理
事
よ
り
本
年
度
事

業
案
の
説
明
あ
り
。

▽
二
月
十
七
日
（
惜
育
館
）

理
事
含

一
、
本
年
度
事
業
計
蓋
案
決
定

▽
二
月
十
三
日
（腱
育
館
）

理
事
含

一
、
定
款
の
改
正
案
確
定

邊
主
計
、
渡
邊
公
平
、
山
下

一
夫
）
主

事
（
薦
井
正
吉
）

旬
會
長
は
武
田
久
吉
，
監
事
は
沼
井
鐵

太
郎
に
憂
り
は
な
い
。

廿
二
年
度
牧
支
決
算
報
告

牧
人
の
部

前
年
度
繰
越
金
　
　
　
　
一
六
四
ｏ
Ｏ
Ｏ

會

費
　

　

　

二
八
、
五
三
二
上
三

人
會
金
　
　
　
　
　
一
、
六
八
〇
・〇
〇

含
員
章
賣
上
　
　
　
一■
五
二
五
ｏ
Ｏ
Ｏ

寄
付
金
　
　
　
　
　
一
、
○
〇
〇
・〇
〇

合
　
計
　
　
　
　
三
二
、
九
〇

一
上
二

支
出
の
部

絆
育
含
負
捨
金
　
　
　
五
六
〇
・〇
〇

入
含
金
　
　
　
　
五
〇
、Ｏ
Ｏ
Ｏ
・○
○

含
費
　
　
　
　
一
二
五
、Ｏ
Ｏ
Ｏ
。Ｏ
Ｏ

合
計
　
　
　
　
一
八
三
ゴ

七
六
・
五
六

支
出
の
部

含
報
費
　
　
　
　
三
〇
、
〇
〇
〇
。０
０

登
途
費
　
　
　
　
三
〇
、Ｏ
Ｏ
Ｏ
。○
○

交
瓶
々
信
費
　
　
一
〇
、○
の
Ｏ
・○
○

清
耗
品
費
　
　
　
一
０
．Ｏ
〇
〇
・０
０

研
究
調
査
費
　
　
一二
五
、〇
〇
〇
・０
０

國
民
絆
育
大
會
参
力
補
助
費

一
〇
、０
０
０
・Ｏ
Ｏ

人
件
費
　
　
　
　
五
〇
、０
０
０
・Ｏ
Ｏ

豫
備
費
　
　
　
　
　
八
、
一
七
六
ｏ五
六

合
計
　
　
　
　
一
八
三
、
一
七
六
・五
六

東
京
支
部
牧
支
決
算
報
告

牧
入
の
部

含
費
　
　
　
　
　
　
四
ｂ
九
五
〇
・○
○

本
部
よ
り
の
手
数
料

　

七
一
五
・〇
〇

講
演
含
純
盤
　
　
　
　
一
、
七

一
四
ｏ
円
○

合
計
　
　
　
　
　
　
七
、
三
七
九
。
四
〇

支
出
の
部

岳
連
含
費
　
　
　
　
　
　
五
〇
・〇
〇

通
信
費
　
　
　
　
　
一
、
七
四
〇
・〇
〇

事
務
費
　
　
　
　
　
　
七
九
五
ｏ０
０

集
倉
費
　
　
　
　
　
　
三
五
〇
。Ｏ
Ｏ

人
件
費
　
　
　
　
　
一一、
四
〇
〇
・０
０

本
部
立
替
（
人
件
費
）
一
、五
０
０
・０
０

久
期
繰
越
金
　
　
　
　
五
四
四
ｏ
四
〇

合
計
　
　
　
　
　
　
七
、
三
七
九
ｏ四
〇

ル
ー
ム
再
建
に
つ
い
て

芝

ｏ
虎
ノ
門
に
あ
つ
た
本
含
団
書
室

兼
ル
ー
ム
が
、
そ
の
充
貧
し
た
内
容
と

共
に
一
切
焼
失
し
て
既
に
三
年
の
歳
月

が
流
れ
た
。
此
の
間
含
は
本
嫁
な
く
日

本
盤
育
含
に
加
盟
し
て
後
は
そ
の
内
部

に
事
務
所
を
移
し
た
も
の
ゝ
、
獨
立
の

一
室
を
得
る
の
餘
裕
な
く
、
線
て
の
諮

▽
四
月
十
六
日
（
弾
育
館
）

理
事
含

一
、
含
員
総
含
打
合
せ

本
年
度
の
役
員

定
款
改
正
に
件
ひ
本
年
度
の
理
事
は
捨

員
さ
れ
、
四
月
十
四
日
の
線
含
で
左
記

諸
氏
が
承
認
さ
れ
た
。
又
三
十
名
以
内

の
範
囲
で
爾
後
の
増
加
は
理
事
倉
に
一

任
さ
れ
た
。
（Ａ
Ｂ
Ｃ
順
）

理
事
長
（
松
方
二
郎
）
ゝ
常
務
理
事

（
演

野
正
男
Ｄ
堀
田
爾

一
、
谷
日
現
吉
）
。

理
事

（
藤
井
運
不
．
藤
島
敏
男
。
林
私

夫
、
今
村
正
三
、
入
澤
文
明
、
垣
内
政

彦
、
神
山
勉
、望
月
逹
夫
ｂ
村
井
米
子
、

小
原
勝
郎
、
開
根
吉
郎
．
島
田
巽
、
田

一冊
一育
含
雇
員
謝
腱
　
　
六
〇
〇
・〇
〇

印
刷
費
　
　
　
　
　
六
、
五
九
八
・
七
五

一週
信
費
　
　
　
　
　
一
、
八
九

一
・〇
〇

事
務
費
　
　
　
　
　
　
　
一
七
五
ｏ
Ｏ
Ｏ

出
版
含
々
費
　
　
　
　
六
〇
〇
・〇
〇

「
山
岳
」購
入
　
　
　
一一、
五
〇
〇
・〇
〇

含
員
章
製
作
　
　
　
七
、
八
〇
〇
・
〇
〇

交
洒
費
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
・〇
〇

手
常
（事
務
員
）
　

四
、
五
〇
〇
・〇
〇

次
年
度
繰
越
金
　
　
八
、
一
七
六
・
五
六

合
　
計
　
　
　
　
三
二
、
九
〇

一
・
三
一

十
二
年
度
豫
算

牧
入
の
部

前
年
度
繰
越
金
　
　
八
、
一
七
六
・五
六

◇
山
岳
総
合
展
覧
會
◇

・
七
月
七
日
―

十
四
日

ｏ
日
本
橋

・
丸
善
本
店
階
上

・
内

容
―

内
外
登
山
関
係
資
料

（固
書
Ｄ
地
同
等
）
自
然
科
學
資

料
、登
山
用
具
、給
書
、鳥
員
等

◇
講
演
と
映
豊
の
夕
◇

・
七
月
十
日

・
交
通
博
物
館
講
堂
（
万
世
橋
）

・
講

演

田
口
二
郎
氏

「
ス
イ
ス

の
山
々
」

・
映
書
　
未
定
（
交
渉
中
）

に
お
い
て
甚
し
い
不
便
不
自
由
を
忍
ん

で
今
日
に
至
つ
た
。

最
近
饉
育
含
は
敷
地
無
償
貸
典
の
好

意
を
示
さ
れ
、
加
ふ
る
に
篤
志
の
會
員

が
建
設
に
特
別
の
便
宜
を
提
供
さ
れ
、

こ
ゝ
に
待
望
の
同
書
室
兼
ル
ー
ム
再
建

が
急
速
に
賞
現
す
る
運
び
と
な
つ
た
。

場
所
は
駿
河
台
、
日
本
冊
育
含
後
庭

約
十
五
坪
の
山
小
合
風
平
家
建
、
国
警

室
と
ク
ラ
ブ

●
ル
ー
ム
を
飛
ね
、
ア
テ

イ
ツ
ク
に
棚
床
六
個
を
設
け
、
地
方
含

員
の
鴛
に
宿
泊
の
便
を
得
ら
れ
る
設
備

を
も
つ
も
の
で
建
築
費
約
二
十
萬
園
を

要
す
る
見
込
で
あ
る
。

建
築
者
か
ら
は
格
別
の
厚
意
を
も
つ

て
近
く
着
手
．
本
年
秋
頃
竣
工
の
暁
ま

で
一
切
の
支
沸
を
猫
豫
す
る
と
の
中
出

を
受
け
て
ゐ
る
が
、
本
會
と
し
て
は
建

築
費
の
外
に
備
付
固
書
購
入
費
二
十
萬

日
、
計
五
十
萬
間
の
資
金
を
含
員
諸
兄

並
に
一
般
山
岳
愛
好
者
の
寄
附
に
よ
つ

て
ど
う
し
て
も
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
ふ
、
背
水
の
陣
を
布
く
こ
と

に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
事
業
に
は
藤
島
理
事
を
専
任
者

と
し
て
企
國
的
に
委
員
三
十
餘
名
を
以

て
資
金
募
集
に
乗
出
し
て
ゐ
る
が
ゝ
相

宙
困
難
を
豫
想
せ
ら
る
ヽ
の
で
、
含
の

歴
史
り
今
後
の
使
命
を
想
ひ
固
書
室
再

建
の
緊
要
性
に
鑑
み
、
萬
難
を
排
し
て

應
分
の
御
協
力
を
致
さ
れ
ん
こ
と
を
含

員
各
位
に
お
願
ひ
す
る
次
第
で
あ
る
。

各

支
　
部

信
濃
支
部
　
松
本
市
東
町
ニ
ノ
一
一
二

〇
　
下
村
雅
司
方

新
潟
支
部
　
新
潟
市
況
町
四
八
八
八

藤
島
源
太
郎
方

（
支
部
長
藤
島
源
大

郎
）

蘭
島
支
部
　
扁
島
市
上
町
三
六
　
伊
藤

爾
十
郎
方
　
（
支
部
長
伊
藤
爾
十
郎
）

石
川
支
部
　
金
澤
市
五
費
町
九

一　
磯

野
二
郎
方
　
（
支
部
長
阿
部
壮
次
郎
）

富
山
支
部
　
宙
山
市
衣
服
町
三
〇

開
西
支
部
　
大
阪
市
北
匡
堂
島
　
大
阪

貯
蓄
銀
行
ビ
ル
内

（
支
部
長
篠
田
軍

治
）

東
京
支
部
　
東
京
都
千
代
田
匠
神
＝
駿

河
台
円
ノ
ェ（
　
岸
機
育
館
内

（
支
部

長
松
方
二
郎
）

現
在
迄
に
支
部
の
設
立
を
み
た
も
の
は

以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
設
立
豫
定
中

の
も
の
は
左
の
通
り
Ｏ

九
州
　
戸
畑
市
向
町
五
丁
目
幸
山
荘
内

九
州
山
岳
連
盟

北
海
道
　
札
幌
市
市
立
三
中
内
　
北
海

道
山
岳
連
盟
村
上
善
彦

廣
島
　
廣
島
市
三
川
町
八
廣
島
山
岳
含

名
古
屋
　
名
古
屋
市
中
に
中
野
新
町
三

ノ
一　
名
古
屋
山
岳
含
跡
部
昌
三

共
他
甲
府
及
山
形

地
方
山
岳
連
盟
も
絡
戦
後
釜
ヽ
活
躍

中
で
あ
る
が
国
民
盤
育
大
含
に
開
連
し

こ
の
連
盟
も
な
る
べ
く
各
縣
単
位
に
各

縣
慢
育
協
會
に
連
絡
あ
る
組
織
を
持
つ

て
、
日
本
山
岳
含
支
部
と
な
つ
て
中
央

の
性
育
倉
内
の
山
岳
含
に
直
結
し
得
な

い
も
の
だ
ら
う
か
。
日
本
山
岳
含
が
薔

末
通
り
の
行
き
方
な
ら
ば
や
む
を
得
な

い
が
、
今
年
か
ら
は
本
格
的
に
若
い
人

逹
に
よ
つ
て
活
動
を
起
さ
つ
と
し
て
ゐ

る
。
企
國
の
山
岳
人
が
て
ん
で
ん
バ
ラ

バ
ラ
に
な
つ
て
Ｄ
獨
り
よ
が
り
の
行
動

ば
か
り
し
て
い
て
は
情
け
な
い
と
思
ふ

こ
ん
な
こ
と
を
云
ふ
と
戦
争
中
の
統
制

に
逆
行
す
る
と
い
ふ
が
、
統
制
し
て
何

う
す
る
と
い
ふ
政
治
的
野
心
も
何
も
な

い
。
唯
何
と
か
登
山
者
の
気
持
を

一
ま

と
め
に
す
る
中
植
機
開
を
必
要
と
思
ふ

か
ら
で
あ
る
。
（
濱
野
）

(3)
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加
藤
　
貞
吉

斎
藤
　
善
作

藤
本
　
清

一

鈴
木
　
　
温

篠
崎
　
二
郎

池
田
　
富
松

百
瀬
　
　
孝

角
田
　
一
也

那
須
　
　
孝

奥
山
　
支
次

佐
藤
吉
太
郎

吉
松
　
　
昭

原
田
　
頴
明

黒
須
　
　
功

結
城
　
和
夫

石
川
　
浩

一

細
川
　
貞
義

住
所

札
幌
市

松
本
市

長
野
縣

扁
岡
市

三
原
市

熊
本
市

東
京
都

般
橋
市

東
京
都

潤
島
縣

郡
山
市

漏
島
市

扁
島
縣

而
島
市

愛
媛
縣

松
戸
市

田
川
市

東
京
都

長
野
縣

東
京
都

那
山
市

秋
田
縣

官
城
縣

小
倉
市

雨
間
縣

栃
木
縣

東
京
都

東
京
都

山 金 稽 扁 焼 河 岡 渡 に
′`

日 子 富 田 坂 野  邊
~會

関 正   健 文 茂  ″ 員
俊 造 昭 穣 亮 夫 堆 理 佃

内
山
正
二
郎

鈴
木
富
佐
子

川
又
　
恒

一

三
浦
　
通
庸

三
　
寒
河
江
曹
昌

四
　
本
多
　
隼
男

五
　
中
島
　
正
夫

六
　
三
瓶

七
　
石
井

八
　
菊
池

淳 丈 隆
智 爾 蔵
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千
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星
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郎

忠
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信
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啓
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助

彬
支
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三

一
正

三
郎

清
彦

年
行

資
忠

二
　
紳
保
　
信
雄

三
　
星
　
　
　
匡

四
　
川
瀬
正
太
郎

五
　
森
　
昭
二
郎

六
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縣

櫻
井
幸
治
郎
　
　
埼
玉
縣

山
口
　
俊
雄
　
　
″

藤
崎
　
辰
也
　
　
東
京
都

高
水
　
正
夫
　
　
扁
島
市

五
十
嵐
俊
太
郎
　
″

渡
邊
　
次
郎
　
　
〃

本
多
　
逹
也
　
　
潤
島
縣

渡
邊
　
徳
三
　
　
″

藤
吉
　
三
夫
　
大
牟
田
市

不
川
　
一
秋
　
　
呉
市

森
　
健

一
郎
　
　
長
崎
市

三
浦
　
一
郎
　
　
埼
玉
縣

中
島
　
武
三
　
　
京
都
市

口
野
　
喜

一　
　
廣
島
市

佐
藤
　
一
榮
　
　
新
潟
市

五
十
嵐
武
一一　
　
″

齋
藤
　
司
郎
　
　
新
潟
縣

小
泉
　
喜
重

渡
邊
　
　
健

和
田
　
良
八

阿
部
　
正
雄

カロ
藤
準
之
助
　
　
新
潟
縣

二
八
一
〇
　
師
尾
　
源
蔵

小
池
　
保
夫
　
　
東
京
都

久
保
田
ふ
み
子
　
″

明
　
　
″

榮
　
大
牟
田
市

穣
　
　
京
都
市

七
　
深
井
　
基
邦
　
　
富
山
縣

哲

龍

“ヽ
　
富
山
高
校
山
岳
ス
キ
ー
部

コノ
　
代
表

清
水
虎
雄

富
山
市

條
市
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横
濱
市

東
京
都

扁
島
縣

新
潟
市

揚
岡
市

新
潟
市

日
立
製
作
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登
山
部
代
表

青
木
　
茂
雄
　
　
″

大
紳
円
軍
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″

西
山
　
　
登
　
　
″

大
沼
　
春
蔵
　
　
″

澤
田
　
武
志
　
　
″

桑
田
憲
四
郎
　
　
″

大
田
　
誠
千
　
　
″

河
田
　
　
槙
　
　
″

堀
見
　
美
代
　
　
″

秋
元
　
一
介
　
　
″

堀
内
　
和
之
　
　
″

今
井
喜
美
子
　
　
″

二
八
四
〇

三
〇
〇
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新
潟
縣
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五
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ひ
ろ
可
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三
條
市

新
潟
市

新
潟
縣

新
潟
市

新
潟
縣

横
濱
市

名
古
屋
市

東
京
都

大
牟
田
市

東
京
都

九

二
〇

一
〇一二三四五六ヒ八九

加
野
　
宇
吉

中
村
　
饉

一

廣
瀬
勘
十
郎

箕
浦
　
二
郎

皆
川
　
完

一

内
川
　
定
七

手
田
静

一
郎

伊

一

貞
次

剛
三

愛
孝

潤
二

丁
次

久
治

邦
夫
　
　
″

榮
治
　
　
″

弘
　
　
″

米
子
　
　
″

巖
　
　
″

立
穂

　

″

路
朗
　
　
″

辰
雄
　
　
″

貫

一
　

　

″

時
子
　
　
″

星山
内

伊
倉

猪
木

林阪
本

越
後

小
高

青
木

木
下

榊
原

村
井

村
松

町
田

竹
旧

鷲森川
森

△
山
曰
記
會
員
割
引
▽

本
含
員
で
豫
約
申
込
の
方
に
限
り
左
の

通
り
割
引
し
て
お
頒
ち
し
ま
す
か
ら
豫

め
申
込
下
さ
る
の
が
便
利
で
す
。

一
部
　
百
十
五
回
（
定
慣

一
五
〇
目
）

右
に
改
正
途
料
四
十
日
（概
算
）
を
添
え

含
員
番
鴨
記
入
の
上
御
申
込
下
さ
い
。

中
ム
先
　
千
代
田
直
紳
ｒ
駿
河
台
ニ
ノ

一
窮
践
堂
内
「
山
日
記
編
集
部
」

園
盤
含
員
は
登
録
ず
み
の
方
の
み
右
の

割
引
を
い
た
し
ま
す
。

各
支
部
叉
は
国
腱
で
一
括
御
申
込
下
さ

れ
て
も
絶
構
で
す
。

１
・
只
今
第
四
琥
ま
で
登
行
。
購
讀

ロ
ニー

．
御
希
望
の
方
は
本
含
若
く
は
最

寄
の
交
通
公
就
宛
水
篤
替
に
て
御
申
込

下
さ
い
。
各
支
部
及
園
性
は
本
倉
に

一

括
御
中
込
下
さ
れ
ば
便
利
で
す
。

一
部
　
二
十
五
回

紙
面
の
都
合
で
新
入
會
員
名
簿
の
一
部

と
物
故
會
員
を
次
駐
に
同
は
し
ま
し
た

近
く
含
員
名
簿
を
整
理
し
印
刷
に
附
し

た

い
と
思
つ
て
を
り
ま
す
か
ら
、
住
所

の
憂
更
さ
れ
た
方
は
必
ず
事
務
所
迄
御

通
知
下
さ
い
。
物
故
會
員
で
本
含
に
未

通
知
の
方
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
で
は

な

い
か
と
思
ひ
ま
す
。
お
知
り
の
方
は

御

一
報

い
た
い
け
れ
ば
幸
ひ
で
す
。

ウ
エ
ス
ト́
ン
祭
つ
の
講
演
者
は
藤
島
敏

男
、
中
村
清
太
郎
、
松
方
二
郎
の
三
氏

に
内
定
し
ま
し
た
か
ら
御
知
ら
せ
し
ま

す
。
（
望
月
）

昭
和
十
三
年
二
月
二
十
日
残
行

東
京
都
千
代
田
Ｅ
稗
田
駿
河
選
四
ノ
六

発
行
所

　

前
期

日

本

山

岳

會

電
話
帥
田
ヽ
二．
軌
嘔
Ｍ
辞
｝
艘
育
含

三
二
一
二
四
番
」

東
京
都
杉
並
巨
大
富
前
六
ノ
二
九
四

印
刷
所
　
　
啓
文

献

印

刷

所


